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論 文 の 要 旨 
 本論文は、英語において、誇張的な強意解釈を受けるいくつかの構文を取り上げ、その文法的仕組みを考察
するものである。具体的には、フェイク目的語結果構文（例：She shouted herself hoarse./The joggers ran the 
pavement thin.）、Body Part Off構文（例：John worked/danced his head off.）、そして V the Hell Out of







 第２章では、フェイク目的語結果構文、Body Part Off構文、V the Hell Out of構文の構文的特徴および類
似性が概観される。各構文は、[NP V NP XP] という形式を有するという点で共通するが、特に特徴的な点と
して、次の２点が指摘される。第１に、統語的な特徴として、動詞に下位範疇化されない名詞句が目的語とな
っている点である。つまり、各構文の例 John drank the pub dry, Mary danced her feet off, John beat the hell 
























タファーが作用し、強意的フェイク目的語結果構文が得られる。字義的 Body Part Off構文は移動使役構文か
らの事例継承であり、それに「強意は過度な位置変化」というメタファーが作用し、強意的 Body Part Off
構文が導かれる。さらに、V the Hell Out of構文は移動使役構文と結果構文からの事例多重継承であり、それ











Body Part Off構文と V the Hell Out of構文はイディオム性が強いということが明らかにされる。 
 第７章は結論で、本論文の主張が簡潔にまとめられている。 
 
審 査 の 要 旨 
１ 批評 














結果構文、字義的 Body Part Off構文、字義的 V the Hell Out of構文を想定する必要性を明らかにし、それと
は別個に、強意解釈に対応する構文として、強意的フェイク目的語結果構文、強意的 Body Part Off構文、強
















 平成 27年 1月 15日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で合
格と判定された。 
 
３ 結論 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。 
